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時
代
の
変
化
に
応
じ
て
学
問
分
野
の

中
身
も
変
化
す
る
。
本
稿
で
は
地
域
研

究
（area studies

）
を
対
象
に
、
ア

メ
リ
カ
で
中
国
経
済
を
研
究
す
る
な
か

で
接
し
た
当
地
の
動
き
を
整
理
す
る
⑴
。

本
稿
で
指
摘
す
る
三
つ
の
変
化
そ
れ
自

体
は
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
も
の
だ
が
、

変
化
の
程
度
や
方
向
を
あ
ら
た
め
て
確

認
し
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
も
と
に
、

地
域
研
究
の
今
後
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
た
い
。

●
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
研
究

の
変
化

⑴
グ
ロ
ー
バ
ル
化

ア
メ
リ
カ
の
地
域
研
究
が
退
潮
傾
向

に
あ
る
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
冷
戦
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ

ー
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
特
定
の

地
域
を
対
象
に
す
る
地
域
研
究
よ
り
も

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（global 
studies

）
等
に
注
目
が
集
ま
っ
た
（
参

考
文
献
②
）。
ま
た
、
次
項
の
と
お
り
、

経
済
学
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
領
域

（
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
）
の
影
響
も
増
大
し
た
。

地
域
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
社

会
科
学
研
究
評
議
会
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
も
、

か
つ
て
は
地
域
研
究
偏
重
と
批
判
さ
れ

る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に

地
域
研
究
関
係
の
委
員
会
を
見
直
す
に

い
た
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。

し
か
し
、
地
域
研
究
も
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
動
き
に
対
応
し
て
き
た
。
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
で
は
、
地
域
間
の
関
係
に
関

わ
る
研
究
や
、
同
校
が
あ
ま
り
カ
バ
ー

し
て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
研
究
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、一
九
九
七
年
に
ア
ジ
ア
・

セ
ン
タ
ー
（A

sia Center
）
を
設
立
し

た（
エ
ズ
ラ
・
ボ
ー
ゲ
ル
名
誉
教
授
﹇
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
﹈へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

二
〇
一
四
年
一
一
月
六
日
）（
詳
細
は
参

考
文
献
①
）。
同
校
の
ア
ジ
ア
研
究
は

現
在
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
中
国
研
究
セ
ン

タ
ー（Fairbank Center for Chinese 

Studies

）
が
戦
後
、
中
国
や
日
本
、
韓

国
等
の
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
で
発
展

し
た
。
し
か
し
、
日
韓
の
経
済
成
長
に

と
も
な
い
、
両
国
に
関
す
る
研
究
と
、

両
国
か
ら
の
寄
付
金
集
め
を
促
進
す
る

た
め
、
一
九
七
三
年
に
現
在
の
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
（Reischauer 

Institute of Japanese Studies

）
が
、

一
九
八
一
年
に
韓
国
研
究
所
（K

orea 
Institute

）
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
両
国
に
関
す
る
研
究
は
進
展
し
た

が
、
比
較
研
究
や
外
交
関
係
等
、
地
域

を
ま
た
ぐ
研
究
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
の
体
制
作
り
も
必
要
と
な
っ
た
。
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
っ
て
、

南
・
東
南
ア
ジ
ア
等
も
含
め
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
必
要
も
出
て
き

た（
参
考
文
献
④
）⑵
。
そ
こ
で
、
ア
ジ

ア
・
セ
ン
タ
ー
が
ア
ジ
ア
研
究
の
調
整

と
拡
大
の
担
い
手
と
な
っ
た
。
南
ア
ジ

ア
研
究
に
関
し
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
内

で
研
究
体
制
が
強
化
さ
れ
た
後
、
二
〇

一
二
年
に
南
ア
ジ
ア
研
究
所
（South 

A
sia Institute

）
が
設
立
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
も
近
年
の
中
国
と
ア
フ
リ

カ
の
相
互
依
存
関
係
の
深
ま
り
を
反
映

し
て
、
両
地
域
を
ま
た
ぐ
研
究
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
（T

he China-A
frica 

K
now
ledge Project

）（
参
考
文
献
⑥
）。

財
団
か
ら
の
資
金
援
助
の
下
、
関
連
研

究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
、
情
報
共

有
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
、

問
題
意
識
を
共
有
す
る
た
め
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
等
を
開
催
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
地
域
間

の
相
互
依
存
関
係
は
深
ま
っ
て
い
る
。

地
域
研
究
者
も
他
の
地
域
を
対
象
と
す

る
研
究
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
研
究

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
。

⑵
経
済
学
者
の
減
少

ア
メ
リ
カ
で
は
経
済
学
を
専
門
と
す

る
地
域
研
究
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

表
１
は
外
国
語
研
究
者
も
含
め
た
地
域

研
究
系
の
研
究
者
の
う
ち
、
各
デ
ィ
シ

プ
リ
ン
（
社
会
科
学
系
）
の
専
門
家
の

割
合
を
世
代
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る

（
参
考
文
献
⑦
）⑶
。
調
査
は
二
〇
一
四

年
一
〜
二
月
に
実
施
さ
れ
、
約
三
五
〇

〇
人
の
回
答
に
基
づ
い
て
分
析
が
行
わ

れ
た
。
前
表
の
と
お
り
、
経
済
学
者
の

割
合
は
、
二
〇
〜
四
〇
代
が
四
〇
〜
六

〇
代
よ
り
微
増
し
て
い
る
が
、
全
体
と

し
て
は
世
代

を
通
じ
て
減

少
傾
向
に
あ

る
と
い
え
る
。

ま
た
、
二

〇
〜
四
〇
代

の
経
済
学

者
の
割
合

は
、
政
治
学

者
や
人
類
学

者
、
地
理
学

者
、
社
会
学

者
と
比
べ
て

表 1　世代ごとのディシプリンの割合（%）

60 ～ 80 代 40 ～ 60 代 20 ～ 40 代
政治学 15.5 10.9 9.4
人類学 8.7 9.1 8.5
経済学 3.0 0.6 0.8
社会学 2.8 2.4 1.4
コミュニケーション学 0.0 0.6 0.8
地理学 0.4 0.9 1.6

（出所）参考文献⑦。

ア
メ
リ
カ
の
地
域
研
究

―
中
国
経
済
研
究
の
立
場
か
ら
―

木
村　

公
一
朗
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も
小
さ
い
。
六
〇
〜
八
〇
代
で
は
経
済

学
者
の
方
が
社
会
学
者
や
地
理
学
者
よ

り
も
数
が
多
い
が
、
二
〇
〜
四
〇
代
で

は
逆
転
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
者
の
数
も
同
程
度
の
規
模
に
な

っ
て
お
り
、
経
済
学
者
の
相
対
的
な
減

少
も
目
立
つ
。
た
だ
し
、
政
治
学
者
や

社
会
学
者
の
割
合
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

社
会
科
学
全
体
で
モ
デ
ル
・
計
量
分
析

が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
、
学
際
領
域

と
し
て
の
地
域
研
究
で
は
な
く
、
各
デ

ィ
シ
プ
リ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
選
ぶ

研
究
者
が
増
え
て
い
る
。

地
域
研
究
者
の
な
か
で
経
済
学
者
が

減
少
し
た
理
由
は
、
大
学
に
お
け
る
終

身
在
職
権
（
テ
ニ
ュ
ア
）
が
取
り
に
く

い
た
め
で
あ
る
。
大
学
で
は
一
般
に
、

地
域
研
究
系
の
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
で

は
な
く
、
各
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
学
部
が

テ
ニ
ュ
ア
の
あ
る
ポ
ス
ト
を
持
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
側
の

研
究
評
価
基
準
が
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
。
つ

ま
り
、
地
域
研
究
の
学
際
性
は
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
非
常
に
難
し
い
も
の
に
し
て

い
る
（
参
考
文
献
⑧
）。

た
だ
し
、
地
域
研
究
者
の
な
か
の
経

済
学
者
が
も
と
も
と
少
な
い
と
い
う
事

実
も
無
視
で
き
な
い
。
前
表
の
と
お

り
、
六
〇
〜
八
〇
代
の
研
究
者
の
う

ち
、
経
済
学
者
が
占
め
る
割
合
は
三
・

〇
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
政
治
学
者
の

一
五
・
五
％
、
人
類
学
者
の
八
・
七
％

と
比
べ
て
少
な
い
。
中
国
経
済
研
究
に

限
っ
た
話
で
は
あ
る
が
、
ジ
ョ
ン
・
フ

ェ
ア
バ
ン
ク
教
授
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す

る
際
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
エ
ク
ス
タ

イ
ン
教
授
を
外
部
か
ら
招
聘
し
た
と
き

も
、
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
ド

ワ
イ
ト
・
パ
ー
キ
ン
ス
教
授
が
同
セ
ン

タ
ー
の
所
長
代
理
を
務
め
て
い
た
こ
ろ

も
、
中
国
語
を
話
せ
る
経
済
学
者
は
少

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
④
）。
つ
ま
り
、
経
済
学
者
が
元
々

少
な
か
っ
た
う
え
に
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

の
影
響
が
こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
た

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
へ
の
関
心

の
高
ま
り
に
対
し
て
は
、
前
項
の
と
お

り
地
域
研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ

て
対
応
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ

る
が
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
影
響
拡
大
に

対
し
て
は
、
積
極
的
な
動
き
が
み
ら
れ

な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
地
域
研
究
は
政
策

と
の
関
わ
り
が
強
い
た
め
、
政
治
情
勢

や
安
全
保
障
の
分
析
が
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
が
、
経
済
分
析
と
同
様

に
政
治
分
析
等
で
も
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の

影
響
は
更
に
増
大
す
る
だ
ろ
う
。

⑶
研
究
拠
点
の
多
様
化

大
学
で
は
地
域
研
究
に
お
け
る
経
済

分
析
が
減
少
し
て
い
る
が
、
経
済
学
に

お
け
る
計
量
分
析
や
（
参
考
文
献
⑨
）、

大
学
の
外
で
の
中
国
経
済
分
析
は
増
加

し
て
い
る
。
中
国
経
済
の
急
成
長
と
世

界
経
済
に
お
け
る
存
在
感
の
高
ま
り
に

よ
り
、
中
国
経
済
へ
の
理
解
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中

国
人
留
学
生
の
急
増
に
よ
っ
て
、
分
析

す
る
側
の
人
材
も
増
え
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
中
国
人
・
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人

研
究
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
中
国
を
専
門

と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
国
を
対

象
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

ま
ず
大
学
で
は
、
経
済
学
に
お
け
る

中
国
経
済
分
析
が
増
加
し
て
い
る
。
中

国
が
市
場
経
済
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
、

ま
た
、
デ
ー
タ
の
利
用
可
能
性
も
高
ま

っ
た
た
め
、
計
量
分
析
が
増
え
た
。
社

会
科
学
の
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｓ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
）
に
含
ま
れ
る
中
国
専
門
の
学
術

誌
（
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
を
み
て
も
、
地
域

研
究
誌
の
創
刊
が
一
九
九
〇
年
初
め
で

止
ま
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
経
済
学

誌
の
創
刊
は
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑩
）。
例
え

ば
、
中
国
人
研
究
者
・
留
学
生
が
設
立

し
た
中
国
留
美
経
済
学
会
（Chinese 

Econom
ists Society

）
は
一
九
八
九

年
にChina Econom

ic Review

を
、

中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
・
政
治

研
究
所
は
一
九
九
三
年
にChina &

 

W
orld Econom

y

を
創
刊
し
た
。
一

九
九
〇
年
前
後
と
い
う
の
は
地
域
研
究

の
退
潮
が
加
速
す
る
時
期
と
も
重
な
る
。

次
に
大
学
外
で
は
、
政
府
や
シ
ン
ク

タ
ン
ク
、
国
際
機
関
、
民
間
企
業
で
の

経
済
分
析
も
活
発
で
あ
る
（
参
考
文
献

⑪
）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
調
査
・

研
究
は
政
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ビ
ジ
ネ

ス
側
の
ニ
ー
ズ
に
テ
ー
マ
や
規
模
が
左

右
さ
れ
る
た
め
、
大
学
の
研
究
と
は
目

的
や
手
法
、
継
続
性
が
異
な
る
。
し
か

し
、
そ
れ
自
体
が
関
心
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
に
な
り
得
る
。
ま
た
、
政
府
の
対

中
・
対
ア
ジ
ア
政
策
や
国
際
機
関
の
活

動
、
企
業
の
対
中
事
業
を
通
じ
て
、
中

国
の
制
度
や
経
済
活
動
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
研
究
動
向
を

追
う
意
味
は
大
き
い
。

中
国
研
究
に
注
力
し
て
き
た
シ
ン
ク

タ
ン
ク
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ブ

ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
（The Brook-

ings Institution

）や
戦
略
国
際
問
題
研

究
所（Center for Strategic and Inter-

national Studies

）、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国

際
経
済
研
究
所（The Peterson Insti-

tute for International Econom
ics

）

等
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑫
）。
ま
た
、

最
近
で
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ポ
ー
ル
ソ
ン
元

財
務
長
官
が
シ
カ
ゴ
大
学
の
な
か
に

ポ
ー
ル
ソ
ン
研
究
所
（Paulson Insti-

tute

）
を
設
立
し
、
中
国
研
究
に
力
を
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アメリカの地域研究―中国経済研究の立場から―

入
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ル
ソ
ン
氏
は
ゴ
ー

ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
社
時
代
か
ら
中

国
事
業
の
開
拓
等
を
通
じ
て
中
国
と
の

つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
。
主
な
研
究
テ

ー
マ
は
気
候
変
動
や
大
気
汚
染
、
投
資
、

持
続
可
能
な
都
市
化
等
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
中
国
政
府
が
重
視
し
て
い
る
ト
ピ

ッ
ク
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑬
）。

そ
の
他
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
フ

ァ
ー
ム
や
市
場
調
査
会
社
、
金
融
機
関

等
の
レ
ポ
ー
ト
も
参
考
に
な
る
。
例
え

ば
、中
印
経
済
や
資
源
市
場
等
の
調
査
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
ロ
ー
デ
ィ

ア
ム
・
グ
ル
ー
プ（Rhodium

 Group

）

は
、
中
国
の
対
米
直
接
投
資
や
対
ア
メ

リ
カ
・
ハ
イ
テ
ク
・
セ
ク
タ
ー
投
資
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
（A

sia Society

）
と
と
も
に
発

行
し
た
り
、
一
部
情
報
を
同
グ
ル
ー
プ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
る
⑷
。

海
外
直
接
投
資
は
迂
回
投
資
も
多
い
た

め
、
投
資
の
実
態
が
つ
か
み
に
く
い
。

そ
こ
で
、
同
グ
ル
ー
プ
で
は
米
中
政
府

公
表
の
統
計
の
他
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
や
メ
デ
ィ
ア
情
報
等
も
利
用
し
て
推

計
し
て
い
る
。

中
国
経
済
の
成
長
と
多
様
な
関
心
の

高
ま
り
を
背
景
に
し
て
、
研
究
拠
点
も

多
様
化
し
て
い
る
。
一
面
か
ら
み
れ
ば
、

地
域
研
究
の
存
在
感
が
相
対
的
に
低
下

し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
中
国
理
解
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
中

国
の
本
質
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
研
究
成
果
が
よ
り
一
層
必
要
な
時

代
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

●
地
域
研
究
の
今
後

⑴
他
地
域
の
研
究
者
と
の
交
流

日
本
で
も
地
域
研
究
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
経
済
の
動
き
も

速
い
。
例
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と

も
な
い
、新
興
国
発
の
多
国
籍
企
業（
Ｍ

Ｎ
Ｅ
）
も
続
々
と
誕
生
し
て
い
る
。
あ

る
国
の
有
力
企
業
が
外
国
に
進
出
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
Ｍ
Ｎ
Ｅ
の
行
動
は

出
身
国
の
制
度
や
歴
史
等
の
影
響
を
多

分
に
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
有
力
Ｍ
Ｎ
Ｅ
は
国
単
位
で
は
な
く
、

中
南
米
や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
と
い
っ
た

地
域
単
位
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た

後
、
他
地
域
に
進
出
す
る
こ
と
も
多
い
。

そ
の
た
め
、
地
域
レ
ベ
ル
の
Ｍ
Ｎ
Ｅ
は
、

よ
り
広
範
な
制
度
等
の
影
響
を
受
け
て

い
る
だ
ろ
う
。
企
業
行
動
や
そ
の
国
際

化
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
国
・
地
域

の
特
徴
も
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、
日

本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
、
他
の
地
域

を
対
象
と
す
る
研
究
者
と
の
共
同
研
究

は
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

⑵
日
米
の
地
域
研
究
者
の
交
流

ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
に
お
い
て
経

済
研
究
、
特
に
日
本
で
盛
ん
な
企
業
・

産
業
研
究
は
少
な
い
。
日
本
で
も
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
の
影
響
が
強
く
な
っ
て
い
る

が
、
現
状
で
は
日
本
の
方
が
経
済
を
対

象
と
す
る
地
域
研
究
者
の
数
は
多
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
外
交
政

策
と
の
関
わ
り
で
地
域
研
究
が
発
展
し

た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
日
本
と
ア
ジ

ア
経
済
と
の
関
わ
り
で
発
展
し
た
と
い

う
、
そ
も
そ
も
の
経
緯
の
違
い
も
あ
る

（
参
考
文
献
⑭
）。
日
本
の
地
域
研
究
者

が
そ
の
不
足
を
補
う
か
た
ち
で
、
ア
メ

リ
カ
の
地
域
研
究
者
と
中
国
の
総
体
的

な
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
地
域
研
究
に
お
け

る
経
済
研
究
が
も
と
も
と
少
な
い
た

め
、
例
え
ば
、
学
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
等

で
適
切
な
発
表
の
場
を
み
つ
け
る
こ
と

は
難
し
い
。
複
数
人
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

立
て
る
等
、
様
々
な
工
夫
が
必
要
と
な

る
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
研
究
学
会

（A
ssociation for A

sian Studies

）

で
も
経
済
学
者
の
数
は
少
な
い
。

⑶
地
域
研
究
者
以
外
と
の
交
流

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ
と

で
、
中
国
経
済
に
関
す
る
情
報
や
知
識

は
日
々
、
様
々
な
場
所
で
生
み
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
目
的
や
手
法

の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
同
一
地
域
を
対

象
と
す
る
者
の
間
の
意
見
交
換
は
有
益

で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
の
よ
う
に
、

個
人
単
位
の
つ
な
が
り
を
越
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
も
交
流
の
促
進
に
有
効
だ

ろ
う
。

地
域
研
究
者
以
外
と
の
交
流
の
な
か

で
も
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
研
究
者
と
の

交
流
に
つ
い
て
最
後
に
述
べ
た
い
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
研
究
者
が

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
分
析
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
し
た
り
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
側
の
研

究
者
が
地
域
研
究
の
成
果
を
参
照
し
て

き
た
。
地
域
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
う
こ
と
で
地
域
の

固
有
性
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
⑸
。
一
方
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
地
域
ご
と
の

経
済
環
境
や
制
度
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

現
実
経
済
に
即
し
た
理
論
を
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
例
え

ば
、
計
量
分
析
で
占
め
ら
れ
るChina 

Econom
ic Review

の
論
文
の
筆
者

が
、
中
国
の
制
度
と
そ
の
変
化
を
理

解
す
る
た
め
に
、
地
域
研
究
誌China 

Q
uarterly

を
引
用
す
る
こ
と
も
多
い

（
参
考
文
献
⑩
）。
し
か
し
、
文
献
を
通

じ
た
交
流
に
加
え
て
、
直
接
の
対
話
も

重
要
だ
ろ
う
。
地
域
研
究
者
に
と
っ
て

は
、
分
析
結
果
の
比
較
可
能
性
を
再
考

す
る
契
機
に
な
り
得
る
。
一
方
、
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
地
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域
の
固
有
性
が
既
存
理
論
に
修
正
を
迫

る
こ
と
で
、
普
遍
性
や
一
般
化
を
目
指

す
理
論
研
究
の
発
展
を
促
す
可
能
性
が

あ
る
。

た
だ
し
、
⑴
か
ら
⑶
の
い
ず
れ
の
場

合
で
も
、
対
話
の
難
し
さ
を
無
視
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
建
設
的
な
議
論

の
た
め
に
は
、
研
究
目
的
や
方
法
の
異

同
を
お
互
い
に
了
解
し
て
お
く
等
の
準

備
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
対
話
の

ベ
ー
ス
さ
え
共
有
で
き
れ
ば
、
異
質
性

が
大
き
い
者
の
間
の
交
流
こ
そ
、
画
期

的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
可
能
性

は
高
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
き
む
ら　

こ
う
い
ち
ろ
う
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

在
ウ
ォ
ル
サ
ム
海
外
調
査

員
）

《
注
》

⑴
本
稿
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
海
外
研
究
員
レ

ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
①
）
を
加
筆
・

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
あ

た
り
、
エ
ズ
ラ
・
ボ
ー
ゲ
ル
名
誉
教

授（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）と
ゲ
ー
リ
ー
・

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
教
授
（
ブ
ラ
ン
ダ

イ
ス
大
学
）
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
地
域
研
究
の
変
遷
に
つ
い
て
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深

く
感
謝
す
る
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の
誤

り
は
筆
者
に
属
す
る
。

⑵
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ウ
ェ
ザ
ー
ヘ
ッ

ド
東
ア
ジ
ア
研
究
所
（W

eatherhead 
East A

sian Institute

）
も
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
理
解
の
た
め
、
同
所
が
あ

ま
り
カ
バ
ー
し
て
こ
な
か
っ
た
東
南

ア
ジ
ア
の
教
育
・
研
究
を
強
化
し
て

い
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

⑶
表
１
で
は
世
代
の
境
界
が
四
〇
代
と

六
〇
代
で
重
な
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ラ
・

ア
ダ
ム
ズ
博
士
（
調
査
時
の
所
属
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
に
よ
れ
ば
、
博

士
号
取
得
年
に
基
づ
い
て
世
代
を
予

想
し
て
分
類
し
た
た
め
、
あ
え
て
世

代
の
境
界
を
重
複
さ
せ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
何
歳
代

な
の
か
を
明
確
に
で
き
な
い
問
題
が

あ
る
が
、
他
に
は
な
い
デ
ー
タ
で
あ

る
た
め
、
ま
た
、
全
体
的
な
傾
向
は

把
握
可
能
な
た
め
利
用
し
た
。

⑷
ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
は
と
く
に
文

化
・
教
育
方
面
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
有

名
だ
が
、
ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
政

策
研
究
所
（A

sia Society Policy In-
stitute

）
を
二
〇
一
四
年
に
設
立
す
る

等
、
政
策
方
面
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
更
な

る
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

⑸
地
域
研
究
の
目
指
す
方
向
は
、
地
域

の
固
有
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
立
場
以
外
に
も
複
数
存
在
す
る
（
参

考
文
献
⑮
）。

《
参
考
文
献
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
》

①
木
村
公
一
朗
「
米
国
の
地
域
研
究
：

中
国
経
済
研
究
の
立
場
か
ら
」
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
海
外
研
究
員
レ
ポ
ー

ト
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
。

②
福
武
慎
太
郎
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
：
地
域
研
究
の
地
殻
変
動
」

『
地
域
研
究
』
第
一
四
巻
第
一
号
、
二

〇
一
四
年
。

③W
orcester, K

. Social Science 
R
esearch C
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N
ew
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ork: Social Science 

Research Council. 2001.

④Suleski, R. T
he Fairbank Center 
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H
arvard U
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bridge: 
T
he John K

. Fairbank Center for 
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sian Research, H
arvard 

U
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⑤

W
eatherhead E

ast A
sian 

Institute, Colum
bia U

niversity. 
T
he Reed W

inter 2015.

⑥
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

china-africa.ssrc.org

）、
二
〇
一
四

年
一
二
月
二
二
日
閲
覧
。

⑦A
dam
s, L. “T

he State of A
rea 

Studies: a survey of foreign 
language and area studies 
specialists in higher education.” 
2014. 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド
・
メ
ア

リ
ー
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.w
m
.edu/

）、
二
〇
一
四
年
一

一
月
三
日
閲
覧
。

⑧
大
原
盛
樹
「
米
国
の
学
術
界
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
地
域
研
究
」
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
海
外
研
究
員
レ
ポ

ー
ト
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
。

⑨
―
―
「
最
近
の
米
国
に
お
け
る
中
国

経
済
研
究
」
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
海

外
研
究
員
レ
ポ
ー
ト
、
二
〇
〇
六
年

六
月
。

⑩
木
村
公
一
朗
「
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

に
見
る
中
国
経
済
研
究
」『
ア
ジ
研
ワ

ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』
第
一
九
八
号
、

二
〇
一
二
年
。

⑪
高
橋
五
郎
・
鈴
木
規
夫
・
李
春
利
・

唐
燕
霞
・
田
中
英
式
『
日
本
の
中
国

研
究
に
つ
い
て
：
米
国
の
中
国
研
究

を
参
考
に
』
科
学
技
術
振
興
機
構
中

国
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
。

⑫
植
木
（
川
勝
）
千
可
子
「
対
中
政
策
、

米
中
関
係
に
関
わ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・

研
究
所
」、
久
保
文
明
編
『
ア
メ
リ
カ

政
治
を
支
え
る
も
の
：
政
治
的
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
研
究
』
日

本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
。

⑬
ポ
ー
ル
ソ
ン
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.paulsoninstitute.

org/

）、
二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
閲

覧
。

⑭
辛
島
理
人
「
日
本
型
地
域
研
究
の
生

成
と
制
度
化 : 

戦
後
日
本
経
済
と
ア

ジ
ア
研
究
」『
人
文
學
報
』
第
一
○
五

号
、
二
〇
一
四
年
。

⑮
武
内
進
一
「
地
域
研
究
と
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
：
ア
フ
リ
カ
研
究
の
立
場
か
ら
」

『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
五
三
巻
第
四
号
、

二
〇
一
二
年
。




